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　 Coiアdalis　 ambigua 　 CHAM ．　 et　 ScHLEcHT ．（Papavoraceac），【Japanese　 name
‘‘Ezoengosaku ”1　 is

an 　aperennial 　herb　which 　grows 　wild 　in　Hokkaido　and 　the　northeastern 　part　of 　Hofishu　in　Japan．
The　tuber　of　the　plant　may 　be　considered 　as　a　substitute　for」℃ orydalis 　Tuber ”（元胡 ・

延胡索）

which 　is　used 　in　China　and 　in　Korea 　as 　an 　anodyne 　and 　antispasmodlc 　agent ．　 But　C ．　ambigua
tuber 　is　today 　used 　only 　as 　a 負）lk　 medicine 　in　Hokkaido ．　 Cultivation　ofgenus 　Corydalis’　plants
from 　their　seeds 　has　not 　bcen　studied ，　though 　their　alkaloid 　constituents 　and 　pharmacological
studies 　have　been　reported ．

　 We 　conducted 　cu ］tivation　of 　C ．　ambigua 　plants　from 　seeds 　and 　obtalned 　the　fo“owing 　results ．

　 Seed　germination　began 　at　the　end 　of 　ApriL　 For　45　days　after 　germination，　the 　plantremained
in　their　infant　plant　st乱ge　having　only 　 one 旦eaf 　cotyledon 。　 Then　the　terrestri乱1　part （cotyledon ）

withered ，　and 　the 　plant　seemed 　to　enter 　a 　resting 　period　in　early 　June，

　 The　rate 　of　seed 　germination　 was 　about 　50−60％，　 which ，　however，　lowered　 on 　 storage ．　 An

embryo 　 required 　8−10　 months 　 after 　fructification　to　 ripe ．　 The 　first　 age 　 tuber 　 resulted 貨om

the 　thickening 　growth 　of 　the　apical 　part　of 　hypocoty1，　 and 　grew　to　2．5−5．O　mm 　in　diameter　and

30−35mg 　in　fresh　weight 　in　early 亅unc ．

　We 　alse 　studied 　the　internal　structure 　of 　seeds 　and 　first　age 　plants，

　Keywords − Papaveraceae； α 厂アda”3 α 〃めigua； Corydalls　Tuber ； Ezoengosaku ； germina−

tiOn；CUItiVatiOn ； anatOmy

　エ ゾエ ソ ゴ サ ク Corydalis　ambigua 　CHAM ．　 et　SCHLEcHT ．（Papavcraceae ）
z）

は ，北 海 道 か ら本 州 北 部 に か け て 分

布す る多年生草本 の 植物 で あ る．現在 ま で に Corydalis　M 植物 の 成分
3）

また 薬理
4〕

に 関す る報告 は多数な さ れ て お り，
エ ゾ エ ン ゴ サ ク に つ い て もまた 基原植物 を異に す る中国産 （C ．yanhusuo　W ．　T ．　WANG ） な らび に 韓国産 （C．　nakaii

ISHIDOYA）の 「元胡 ， 延胡索」と 同様 の 目的 ， すなわ ち 鎮痛 ・鎮痙等に 使用可能 とされ る．し か しな が ら実際の 市揚

品 「延胡索」 は中国 産 に 基づ く もの を主 と し ， 現在の と こ ろ，北海道産 の ＝一ゾ 」一ン ゴ サ ク は 民 間薬的に 利用 さ れ て い

る に す ぎ な い ．一方 ， 中国に お い て は 延胡索 （c ．yanhusuo ） の 栽培 化 5）

が一部 行わ れ て お り，そ の 生 産 性 は 向上 し

て い る よ うで あ る が，本邦産 ｛70rydatis　ma植物 の 栽培 に 関 して は 長尾 ， 渡辺 ， 小宮
6｝

に よ っ て報告さ れて い る の み で

あ り，と りわ け エ ゾ エ ン ゴ サ ク の 種子発芽， 幼植物体の 形態， 購造 ， 生育面 ま た は 栽培面等 に きわ め て 不明 な点 が 多

い ．

　そ こ で ，筆者 らは 生薬資源 の 開発 な ら び に 北海道産生薬 の 研究 の
一

環 と し て ，
エゾエン ゴ サ ク の 種子か ら の 栽培 と

塊茎 の 形成 を 日的 とす る実 験 に 着手 し ， 現 在 ま で に 種 子発 芽 な らび に 幼 植物 体 か ら初年 度植物 の 塊茎 形成 に 関す る 知

見 を 得た の で 報告す る．なお 予試験的 に 塊 茎 半切 に よ る栽培 を お こ な っ て お り， そ の 結果 もあわ せ て 報告す る．
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材料お よび方 法

　1． 採　　種

　エ ゾ エ ン ゴ サ ク は 葉形，花色 な らび に 毛 の 有無等 の 変異 が 甚だ しい 植物で あ り，種子の 均一
性 の 面か ら採種用 の 母

挿 は 最も典型的 な タ イ プ，す なわ ち 葉は 倒卵円形，花は 青 紫 色 無 毛 の 固休 （本 田
7〕

に よ れ ば C ，ambigua 　CHAM ．

et　Sc 肌 EcHT ．　var ．91abra　TAKEDA に相当）に 限定 し，5 月下旬〜6月上旬 （1981〜84年），札幌市内 ・盤渓 に 自

生す る もの よ り採種 した．ま た実験に は 黒色 の 充実 し た 種子 の み を用 い た （Fig．1−A 〜D ）．なお ，種子重量 は室温で

工 口 間 自然 乾燥 し 測 定 した （TABLE 　I）．

　2．　 発芽率 と 種子保存 の 影響

　1981年 の 初年 度 に お い て は ，種 子の 調製
・
保存 は 種子重量を 測定後た だ ち に 播種す る 採 りま き， お よび室温と低

潟 ・暗所 1 カ 月 ，
2 ヵ 月 ， 3 ヵ 月， 4 カ 月， 5 ヵ 月保存に つ い て 種子 を各 200 粒，また 2 年度 （82年度）は 初年度 と

同様 の 採 りま き，お よび室温保存 の 種子を各200 粒，3 年度 （83年度） は 採 りま きの み 1500粒 に よ る 発芽率 の 測定 を

行 っ た （TABLE 　I）．

）

）

）

）

1234

／

播種は 3cmx10 　cm 当り 1 粒，深 さ 約 1．5cm と し，圃場 ベ
ッ ド （1．5m × 3m ） に 直播 した ，

施肥 は 火1」」灰 黒土 3．3m2 当 り乾燥牛糞 501，骨 粉 0，5kg を 完 全 元 肥 と し た ．

発芽率は 最初の もの が 発芽 （于葉 の 展開） した 日 よ り14日間測定し，そ の 合計を発芽数 と し て 計算、した．

播種時 （6 月上 旬） よ り降雪時 （12月上旬） ま で は，遮光用 ネ ッ ト （タ フ ベ ル 4000B）を 施 し，適時灌水 し

た ，な お 2 年度 （82年度） と 3 年度 （83年度） の 月別 平均気 温 （圃場） な らび に ベ
ッ ド の 地 温 （深さ 約 2cm ）を
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　　　Fig．1．　Corアda〃5　ambigua 　CHAM ．　et　ScHLE（】Hr ．

A ：Herbarium　of 　seed　collecting 　species （1982．5），　B ：fruits，　C ：ripe　seeds ，
D ： unripe 　seeds ．

　　　　　　　　　　　　　Fig．2．　 Germination 　and 　Tuber　Formatioll

Aand 　B ；in　the　 middle 　of　February（A ：reoting 　used 　a　laboratory　dish，　B ：preserved　seeds 　in　the　farm
ground），　C ：　early　in　March ，　germination　used 　a　pot　in　the　room ，　D ，　F ；　in　the　latter　part　of 　Apri］　at 　the

farm （D ：germlnation　time ，　E ： seven 　days　after 　germination，　F ：ten　days　after 　germillation）．
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Fig．5 に 示 した．

　 3．　 室内で の 発芽試験

　1）　初年度 （81年度）の 室内の 発芽試験 は ，2．の 初年度と同様 の 調製
・
保存，すなわ ち採種直後の 種子，室褞保

存 5 区 ，低温保存 5 区 の 種子 に つ い て 行 い ，各試験 区 の 種 子は 50粒 と し シ ャ
ーレ を用 い ，精製水 を ひ た し た 脱脂棉 に

置床 し ， 培養器中 25°C 各90日間，適時灌水 し なが ら観察 を行 っ た ．

　2）　 2 年度 （82年度）お よび 3 年度 （83年度） の 試験 は初年度 の 結果 を考慮し ， 種子を すべ て 圃 場 ・地中保存で 行

い ，7 〜12月 は 月に 1回，翌 1 〜3 月 は 月 に 2回順次地中 よ り掘 り出 し，1） と同様に 培養器中 シ ャ
ーレ を 用い る方

法 （Fig．2−A，　B） を 行 うと と もに ， 12月 よ りジ フ ィ
ーポ ッ トを 用 い た 室温 （約 10〜25°C） で の 発芽試験 （Fig．2−C）

を 行 っ た．

　4．　 初年度植物 の 塊茎形成

　初年度 （81年度）〜 3年度 （83年度）播種 よ り得られ た 初年度植物体 を 用 い て ，塊茎 の 形成過程 の 観察 （Fig，2−D 〜

F ） な らび に 塊茎 重 量 の 測定 （TABLE 　I）を 行 っ た ．

　5．　 内部形態

　 1）　種子内部構造 と胚 の 生 長

　初年度 （81年度）お よび 2年度 （82年度）の 発芽試験の 結果よ り胚 の 生長 に は長期間を 必要とす る と考え られ た た

め，3 年度 （83年度） に 3．2） と同様 の 地中保存種子を用 い て ，結実期 （6 月上旬）か ら発芽 まで の 胚 の 生長に 関 し

て種子内部構造 の 而 か ら比較を お こ な うと と もに
， 子葉 の 形状に 関しあわ せ て検討した （Fig．3），

　2）　初年度植物体 の 内部構造

　初 年度 植 物 体 は双 子 葉植物 で あ りなが ら 1枚 の 葉 （子 葉） し か 有 さ ず こ の 点 に 関 し8 ），また 塊茎 形 成 の 点 に 関 し 内

部構造 の 面か ら検討した （Fig．4）．

　6．　 塊茎半切 に よる栽培試験

　小樽 ・銭函 自生種 の 塊茎 （径 1．5〜2cm ，生重 量 2〜4g ，7 月 採集品，1981年度）を 用 い て 横半切 （上 部 と 下 部 ）

お よび 縦半 切と し，切面は VC 粉剤 （diethy】dichlorophenyl　thiophosphate）で 処理 し，各30個 に つ い て 圃場 で 1

年間栽培 し，翌年 6 月 の 時点 で の 生 長 ・増殖 に つ い て 観察 した ．

実　験　結　果

　 1．　 発 芽率 と 種子 保存 の 影響

　初年度〜 3年度 の 種子重量 （100粒）そ し て 採 りま きお よ び 室温 ・低湘保存種 子 の 発芽率 は TABLE 　I に 示 し た ．

　圃場 で の 発芽 （子葉 の 展開）は 結実期 の 6 月上 旬か ら約10ヵ 月 を 要 し，翌 年 4 月下旬 ほ ぼ 融雪 と同時 に 開始された

が，発芽か ら地 Filの 枯死す る 6 月上旬 ま で 地上部に は 子葉 1枚 の み しか 認 め な か っ た．ま た発芽率で は 自然状態に

相当す る採 り ま き （6月播種）が 約50〜65％ で あ る が ，室温 2 ヵ 月保存 （8 月播種） よ り発芽率は著し く低下 し ， 3

ヵ 月 を越 え る とい ずれ の 場 合 も発芽 を 認 め な か っ た ．一方，低温保存 で は 発芽能力が い くぶ ん 保持 さ れ た ．

　2．　室内で の 発芽試験

　1） 初年度は 採種直後な らびに 室温保存 5区 と低温保存 5 区 の 種子を用 い て 行 っ たが，培養器中 シ ャ
ー

レ を用 い た

各 90日聞 の 観察で は い ずれの 場合 もま っ た く変化 を 認 め な か っ た．

　2）　 2 年度お よび 3年度 は すべ て 自然状態 に 相当す る地中保存 の 種子を 用 い て 行 っ た．各時期の 種子外部形態は 6

月 の 結実期か ら11月 （地 中 5 ヵ 月保存 ） ま で 外見 上 の 変化 は 認め られな い が，12月上 旬 （地 中 6 ヵ 月保存）よ り種子

の
一

部 が 開裂 し ， 内 部 の 白 色 の 胚 乳 が確認 で き，圃場 ・地中 で は こ の 状態 が さ らに 2月 中旬〜下 旬ま で 維持 され

TABLE 　1．発芽率 と初年度植物 の 塊茎重量

　　　　　　　種子重量

播 種 年 度 　 （100粒）　6 月播種

　　　　　　　　（mg ）　　採 りま き

発 芽 率　（％）

7 月 播種　8 月 播種　 9 月播 種　10月播種 　11月播種
1 ヵ 月 　2 ヵ 月 　3 ヵ 月 　4 ヵ 月 　5 ヵ 月

保 存 保 存 保 存 保 存 保 存

塊茎生重量 （mg ）
　 翌年 6月採集品

　（ ）内は平均値

初年度（1981年）

2年度 （1982年）

3年度（1983年）

173　　　59．5（一）　34．5（40．5）　0（15．0）　　0（10．0）　　　0（0）

158　　　　　49．5　　　　　32，0　　　　　　2．0　　　　　　　　0　　　　　　　0

重63　　　　　64．5　　　　　　　
一

0（0）

　 012

．2−一（34．6）− 65．2

10，9− （30．1）− 58．2

13．2− （32．3）− 64．5

＊

（ ）内の ％ は種子低温 4℃ 保存の 発芽率を 示す．
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（Fig．2−B），3 月上旬〜中旬 （地中 9 月保存） こ ろ よ り積 雪 ド （地中温度 o± 1°c） で 発恨を開始す るが，地 上 で の

子 葉 の 展開は 融雪後の 4月下 旬とな る．

　
一

方，順次地中 よ り掘 り出 した 種子を培養器巾シ ャ
ーレ お よび ジ フ ィ

ーポ ッ トを用 い て 発芽を促 した 場合 は，2 月

上旬〜中旬 （地中 8 ヵ 月保存）以降 の 種子 は 不揃い で あ る が 4 〜11目 間 で 発根 し （Fig．2−A ），引 き続 き発根後 6 〜14

「1間 で 子葉 の 展聞を認め た （Fig．2−C ）．また 2 月 の 時点 で 種皮の 開裂を し て い ない 種子は 発芽を認め なか っ た、

　3．　 初年度植物 の 塊茎形成

　塊茎 の 形 成 は 子葉 の 展 聞後お よそ 1週間前後に 垂 直 ｝こ降下 した 胚 軸 （幼根）の ほ ぼ 先端部 で 開始 され （Fig．2−D 〜

F ）， 地．ヒ部 （子葉） の枯死す る発芽30〜45口 目 （6月上旬）に は 白色 ・球形，径 2，5〜5mm ，平均生電量 30〜35　mg

（n ＝100）の 塊茎 が 形成 され，その 下端 よ り根 （長 さ 1〜2cm ，通常 1 本） を認 め る．ま た 6 月上 旬，枯死直前の 地 上

部 （子葉）は 高さ 3〜5cm
， 地 下 部は 深 さ 5〜11cm に達し ， そ の 後， 地 上部は枯死 し外見上は 休眠期 と な る．なお

初年度〜 3年度播種 よ り得られ た 各初年度植物 の 塊茎 の 生重量 は TABLE 　I ｝こ 示 した ．

　4．　 内部形態

　1）　種子の 内都構造と胚 の 生長

　結実期 （6月上 句）の 種子 （Fig．3・A ＞ は珠孔 mp 付近 に 白色 の カ ル ン ク ラ cc を 認め 種皮 sd は 著 し く厚膜 し た

1層 の 大型 の 細胞 （外珠皮）とそれ に 内接す る 2 層 の 小型 の 細胞 （内珠皮）か らな り，胚乳 alb の 柔細胞中 に は タ

γ バ ク 質お よ び 脂肪 か ら な る 含有物を 認 め る．ま た こ の 時期 の 胚 em の 生長 は 不 明 瞭 で あ りた ん に 数十 個 の 細 胞 の 集

団と して 確認 さ れ る，胚 em が 明 らか に 子葉 cot の 構造を形成す る の は 8 〜9 月 （地 1−P　2〜3 ヵ 月保存，　 Fig，3−B ＞

で あ り，そ の 後 さ らに 生 長 を 続け 翌年 1〜2 月 （地中 7 〜 8 ヵ 月保存，Fig．3−C 〜F） で は 子 葉 cot と 胚 軸 hyp が

明瞭 に 確認 され る．なお 予 葉 cot は 発生時 よ り明ら か に 1 枚 で あ り，中火部が 著 し くお う入 （凹 ） した 形状 を な し

（Fig．3−D ），子葉基部に 浅い ぎ裂を 認 め る が，そ の 他双 子葉の 合着もし くは一方の 退化を示 す顕著な構造は 認め られ

な い ，また 子葉 cot の 縦断面 （Fig．3−F ）で は ，お う入 した 内側部 に 上 面表皮 epu ，それ に 内接 し て 工層 の 柵状組織

pa を 認め ，維管束 は 小型 で あ るが主脈 md お よ び側脈 1n は ほ ぼ均一に配列す る．ま た 子葉の 最外部は下面表皮

epl とな る．な お Fig．3−B，　C ，　E の 種 皮 sd は 切 月 の 作製上 は く離 し た ．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Fig．3，　 Structure　of 　Seed

A −C
，
transverse 　seetions 　of　secd （A ： at　the　fructify　time　Juno，　B ：in　August −September，　C ：in　January−

February，　 D ：diagram 　of 　infant　plant　in　seed　in　Jalluary−February，　 E ；longitudinal　section 　of 　seed 　in
Januaエy−February，　F ：lougitudinal　s   tion　of 　cotyledon 　in　January・February．
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羅篶蟻
sec

ph

xy

　　　　　　　　　　　 Fig．4．　 Structure　of 　First　Age 　Plant　in　June

A −D ： transverse 　sectiens 　of 　first　age 　plant （A ：hypoeotyl　at 　the　terrestial　part，　B ：hypocotyl　at　thc

underground 　part，
　C ： middle 　of 　tuber，　D ： root ）．

　2）　初年度植物体 の 内部構造

　地上 部 の 胚軸横断面 （Fig，4−A ）で は 表皮細胞 eP は 小型 の 細 胞 か らな り，わ ずか に ク チ ク ラ を 堆 積す る．皮層 cx

は や や大 型 の 細胞 か ら な り， また 樹脂様 の 物質を 含有す る 分泌組織 s   を 認め る．内皮 em は比 較的 明瞭で あ り，

維管束 は 1 個 の 内原 型 ・並 立 維管束 か ら な る．地 下 都の 胚 軸横断 面 （Fig．4−B） で は 表皮 ep の
一部が根毛様 の 形状

h を なす が，そ の 他の 構造 は 基本的 に 地 上部と同様で あ る．塊茎横断面 （Fig．4−c ）で は ，最外部 は わずか に コ ル ク

化 した 皮層柔細胞 cx が露出 し明 らか な表皮 は 認め られない ．また 皮層 4〜 5層目か らの 柔細胞 cx は 単粒お よ び 2

〜 3 複粒 で ん ぷ ん sta を充満 し ， さらに 皮層内部で は 胚 軸と同様 の 分泌組織 sec を 認 め る．また 糸TE管束 は基 本 的 に

内原型 と考えられ る が 2 原
・
外原型 へ の 移行 を 思 わ せ る形状 を 示 す．ま た し 部 ph お よ び 木部 xy の 発達は 形成 層 c

の 発達 に 比 べ て 不 良で ある ．根横断面 （Fig．4−D ）で は ，最外部 は 表皮 ep お よ び一
部根毛 roh とな り，皮層中に は

不 明瞭 な が ら分泌 組織と推定す る組織 sec を 認め る．また 内皮 en は 明瞭 で あ り， 維管束は 明 らか に 2 原型 ・放射維

管束を なす．

　5． 塊茎半切 に よ る 栽培試験

　各半切球を 1年間栽培 し た 時点 で新 た に塊茎 を 形成 し出芽 した 個体 （検体数 ： 各30個） は ， 横半切
・上 部が 22／30

個休，横半切 ・下 部が 2／30個体，縦半切球が 3／30個体で あ り， その 他 の 塊茎 は すべ て 枯死 し た．
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　　　　　　 Fig，5，　 Monthly 　Atmospheric 　and 　Ground　Temperature

−O − ： atmospheric 　temperature 　of　farm，一●一： farm　ground 　temperature　in　2　crn 　deep，
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考察 お よび結論

　種子の 発芽は 採 りま きの 状態 で 最も良好 で 50〜65％の 値を 得 ， また 発芽か ら継続 し て 塊茎 の 形成を確認 で きた こ と

に よ り種子か らの 栽培 は 十分可能 と考え られ る．

　種子 の 保存面 で は ，室温 ・低温 に よ る 長期保存 は 発芽率 の 著 し い 低 下 も し くは 発芽 能 力 の 失 活 に つ な が り，こ の 点

に 関 し て は 気 温 な らび に 地 温 （地中約 2cm
，
　Fig．5） の 観察結果か ら ， た ん な る湿度の 影響 よ りも湿度 の 影響が大ぎ

い もの と考え られ る．また 温度 ・湿度 に よ る種子 の 発芽促進は 1〜2 カ 月 間 の み 短縮可能 で あ っ た が ， そ れ 以上 の 短

縮 は 困難 で あ っ た ．

　以 ［1の ご と く エ ゾ エ ソ ゴ サ ク の 種子 は 乾燥 に 弱 くまた 発芽 ま で に 8 〜10ヵ 月 の 長期間を必要 とす る．そ の 主 因は 月

別の 種子内部構造で しめ され る ご とく，い わ ゆ る後熟種子で あ り，結実後に 胚 の 生長が 行 わ れ る点 に あ る もの と 考 え

られ た ．また 発芽時 の 形態に お い て 双 子葉値物 で あ りなが ら 1 枚 の 子葉 しか認め な い が ， 胚 の生長 に 伴 う内部構造 か

ら，子 葉 は 発生時 よ り明 らか に 1枚で あ り，その 他合着 もし くは 退化 を 示す顕著な構造は 認 め られなか っ た．ま た 初

年度植物体の 内部構造に お い て は ，子 葉 の 葉身 か ら塊茎 まで の 維 管 束 は 内原型を な し胚軸で あ りなが らすで に葉柄

（茎） の 構造を呈 し，明 らか に 外原型維管束とな る の は 塊茎 よ り下部 （根）で あ る．した が っ て理 論上 ，本植物 の 上胚

軸 は地 上 部だ けで は な く地下 部に お よ び ，塊茎 は 上 胚 軸 と下 胚 軸 の 接点 （内原型 と外原型維管束の 接点）付近 で 新 た

に 形成 され た 2 次組織 （胚軸 の 肥大）と考k られ た．また 塊茎半切 に よ る栽培試験 で は塊茎 の 上部 の み 利用可能 で あ

るが，本植物は基木的に 工塊茎 よ b1 個体 の 発生 を 行 うと考え られ，そ の 栽培効率 は 不 良で あ っ た．

　なお ，初年度植物体の 塊茎 は 前述の とお り胚軸の 肥大 に 基づ くもの で，植物体と して は未完成なもの で あ り，ま た

塊茎 は 利用可能な重量に 達 して お らず ， 今後さ らに 栽培を継続 し，生育面 な らびに 成分面に 関 し検討す る 予 定で あ る，

ま た 2 年度植物休 な らび に 塊茎 の 更新に つ い て は 次報 に て 報告 す る．

　謝　辞 ： 本研究の 栽培面 に お い て ，貴重な ご意見 な らび に ご指導を い た だ ぎま し た 武 田薬 品 株式 会 社 ・生 薬 研 究 所

長尾 弓郎 園 長 な ら び に 渡辺 斉氏，小 宮 威弥 氏 に 深謝 い た し ま す．

　Abhreviations： alb ： albumen
，　c ：cambium ，　cot ：cotyledon

，
　 cx ： cortex ，　em ： embryo ，　en ：endodermis ，　ep ： epider ・

mis ，　h ： hair，　hpy：hypocotyl，　ln：　lateral　vein ，　md ；midrib ，　mp ：mi 〔rropy ］e
，
　ph： phloem，

　roh ： root 　hair，　sd ： seed 　coat ，
sec ；secretory 　tissue，　 sta ：starch ，　xy ：xylem ．

引用 文献お よび 注

1）第 2 報 ： 安田 眞宰穂，五
一
卜嵐秀雄，鹿野美 弘，木島正 夫，生薬，38，331 （工984）．

2）北村 四 郎 ：
“
原色 日本植物図鑑

”
， 保育社，大阪，1980，草本編 （1 ）， P」 91；大井次三 郎 ，

‘「
新 口本植物誌

”
，

　 至 文堂，東京 ，
1983

， p，750．

3）今関和泉，田 m 平八 郎，薬誌，83，578 （1963）； 84，773，955 （1964）； 三 橋　博，難波健輔，第 90年会口本

　 薬学 会要 旨集 ， 札 幌，1970．

4）北畠芳子，伊藤和 予，田島宮男 ， 薬誌 ， 84， 73 （1964）； 荘司行伸，門河敏 明，増 田 義信，河島勝良，中村 圭

　 二 ，日薬理 誌，65， 196 （1969）； 荘司行伸，河島勝良，清 水 当 尚 ， 目薬理 誌，70，425 （1974）； 波辺 和夫，後

　 藤義明，村上　学，応用薬理 ，8，工105 （1974）．

5）難波恒雄，
“
原色和漢薬図鑑

”

，保育社，大阪，1980，上 巻，p．84； 江蘇新医学院編，
“
中葯大辞典

”

， 上海人 民

　 出版社，上海，1977，上 冊，p．919； 中国医学科学院葯物研究所編 ，

‘‘
中草葯栽培技術

”

，人民衛生 出版社 ， 四

　 JI［新華，　1979，　p．270．

6）渡辺　斉，小宮威弥，長尾弓郎，第28年会 口本生薬学会要旨集， 東京 ， 1981，
7）本田 正 治 ，

“
日本植物名彙

”

， 恒星 社版，東京，1957，p．91．

8）熊沢正夫 ，

“

植物器官学
”
，裳華房，東京 ，

1980
， p，64．

（213 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


